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然
将
来
蜀
版
大
蔵
経
の
刊
記
・
印
造
記
に
つ
い
て

牧
　
野
　
　
和
　
夫

　
　
　
は
じ
め
に

　
一
般
的
に
日
本
の
大
蔵
経
通
史
と
し
て
見
渡
し
た
時
、
　
然
の
蜀
版
大
蔵
経
将

来
は
期
を
画
す
一
大
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
誤
り
無
い
が
、
近
時
の
書
写
一
切
経

研
究
の
進
展
に
と
も
な
う
新
知
見
の
数
々
に
よ
っ
て
、
　
然
の
蜀
版
大
蔵
経
将
来

に
関
す
る
課
題
も
明
瞭
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
従
来
刊
行
を
み
た
書
写
一
切
経
の
報
告
書
は
、
蜀
版
大
蔵
経
の
刊
記
・
印
造
記

の
も
つ
学
術
的
な
意
味
に
対
し
て
十
分
な
配
慮
を
は
ら
い
な
が
ら
も
、
原
刊
記
な

ど
の「
存
在
」の
指
摘
に
止
ま
る
傾
向
が
あ
り
、
原
刊
記
な
ど
の
も
つ｢

情
報｣

の
重
み

に
つ
い
て
踏
み
込
む
形
で
論
究
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
八
〇
年
以
降
に

展
開
し
、
現
在
も
加
速
継
続
し
つ
つ
あ
る
書
写
一
切
経
の
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て
詳

細
な
報
告
書
が
提
供
さ
れ
る
に
及
び
、
相
互
の
比
較
検
討
の
要
が
生
じ
て
き
た
の

で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
は
浙
江
工
商
大
学
日
本
文
化
研
究
所
・
早
稲
田
大
学
宗
教
文
化
研

究
所
共
催
の「
天
台
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
二
〇
〇
八
年
五
月
二
十
九
日
　
於
浙
江
省

天
台
山
賓
館
）に
お
い
て
口
頭
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「
十
二
世
紀
後
末
期
の
日
本

舶
載
大
蔵
経
に
つ
い
て
」の
一
部
分
で
あ
り
、
既
刊「
十
二
世
紀
後
末
期
の
日
本
舶
載

大
蔵
経
か
ら
　
然
将
来
の
蜀
版
大
蔵
経
に
及
ぶ
」（『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』二
〇
〇
八

年
十
二
月  

勉
誠
社
刊
所
収
）の
第
二
節「
　
然
将
来
の
蜀
版
大
蔵
経
を
め
ぐ
る
一
、

二
の
問
題
」に
該
当
す
る
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
各
書
写
一
切
経
報
告
書
採
録
の

「
蜀
版
刊
記
・
印
造
記
」に
つ
い
て
は
詳
記
と
分
析
に
及
ぶ
こ
と
か
な
わ
ず
省
略
し

た
。
そ
の
詳
記
と
分
析
に
係
る
基
礎
的
な
一
篇
が
本
稿
で
あ
る
。
従
っ
て
既
刊
前

掲
論
文
と
同
文
箇
所
を
比
較
的
多
く
含
む
点
を
こ
こ
に
明
記
し
、
ご
海
容
を
賜
り

た
く
思
う
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
併
読
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
一
、
　
然
将
来
の
蜀
版
大
蔵
経
を
め
ぐ
る
一
、
二
の
問
題
　

　
経
典
開
版
の
功
徳（「
施
印
」の
功
徳
）が
、
宋
代
の
中
国
に
比
し
て
相
対
的
に
極
め

て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
十
世
紀
以
降
の
日
本
に
お
い
て
、

宋
刊
将
来
大
蔵
経
の
テ
キ
ス
ト
上
に
も
ち
え
た「
重
み
」、
更
に
は
本
奥
書
識
語「
宋

奉
勅
版
」が「
枠
」と
し
て
ど
れ
ほ
ど
機
能
し
え
た
か
、
所
謂
宋
代
の
奉
勅
版
経
の「
権

威
」は
日
本
に
お
い
て
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
問
題
は
複
雑
で
あ
る
。
牧
野

「
十
二
世
紀
後
末
期
の
日
本
舶
載
大
蔵
経
か
ら
　
然
将
来
の
蜀
版
大
蔵
経
に
及
ぶ
」

（『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』勉
誠
社
刊
）に
指
摘
し
た
如
く
道
家
の
版
刻
の
営
為
が
す
べ

て「
唐
土
」で
行
わ
れ
た
こ
と
と
緊
密
に
絡
む
も
の
と
な
ろ
う
。

　
一
切
経
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
蓄
積
は
、
古
代
、
中



牧野：　然将来蜀版大蔵経の刊記・印造記について

－2－

世
を
通
じ
て
重
厚
な
も
の
が
あ
る
。
特
に
最
近
年
の
院
政
期
か
ら
中
世
前
期
の
書

写
一
切
経
に
関
す
る
充
実
し
た
研
究
と
し
て
、
中
尾
尭「
院
政
期
の
松
尾
社
に
お
け

る
一
切
経
供
養
を
め
ぐ
っ
て
」（
伊
藤
唯
真
編『
日
本
仏
教
の
形
成
と
展
開
』法
蔵
館
、

二
〇
〇
二
）、
関
連
論
考
と
し
て
同「
平
安
写
経
の
世
界
―
妙
連
寺
蔵『
松
尾
社
一
切

経
』を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
仏
教
史
学
研
究
』第
四
〇
巻
）。
落
合
俊
典「
報
恩
蔵
の
一
切

経
に
つ
い
て
」（
伊
藤
唯
真
編『
日
本
仏
教
の
形
成
と
展
開
』法
蔵
館
、
二
〇
〇
二
）、

宮
崎
健
司「
奈
良
時
代
の
一
切
経
に
つ
い
て
―
勘
経
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
一
切

経
の
歴
史
的
研
究
』二
〇
〇
四
年
十
二
月
　
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
）、
斉
藤
俊
彦

「
一
切
経
と
芸
能
」（『
一
切
経
の
歴
史
的
研
究
』二
〇
〇
四
年
十
二
月
　
佛
教
大
学
総

合
研
究
所
）、
上
川
通
夫「
一
切
経
と
中
世
の
仏
教
」（『
年
報
　
中
世
史
研
究
』第
二
四

号
、
一
九
九
九
）な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る（
上
川『
日
本
中
世
仏
教
史
料
論
』

〈
二
〇
〇
八
年
　
吉
川
弘
文
館
〉）。

　
ま
た
、
宋
刊
大
蔵
経
の
研
究
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
右
論
考
の
前
編
と
い
う

位
置
付
け
で
、
上
川
氏
は「
一
切
経
と
古
代
の
仏
教
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論

集
』（
日
本
文
化
学
科
編
）』第
四
七
号
、
一
九
九
八
）を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
法
成
寺
が
天
喜
六
年（
一
〇
五
八
）に
焼
失
し
大
蔵
経
も
失
わ
れ
た
、
と
考
え
ら

れ
、
実
物
に
即
し
た
研
究
は
も
と
よ
り
あ
り
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、
　
然
の
蜀
版

大
蔵
経
将
来
が
後
の
書
写
大
蔵
経
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
具
体
的
な
経
典
上
に
与
え

た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
考
は
少
な
い
よ
う
に
思
う
。「
少
な
か
ら
ず
」残
存
す

る
　
然
将
来
の
蜀
版
大
蔵
経
所
収
経
典
の
原
刊
記
・
印
造
記
に
着
目
し
、
整
理
・

分
析
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

　
手
が
か
り
と
な
る
平
安
中
後
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
現
存
す
る
書
写
一
切

経
の
報
告
書
や
平
安
中
後
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
書
写
経
を
多
量
に
含
む
鎌

倉
期
書
写
一
切
経
の
暫
定
版
報
告
書
が
以
下
の
通
り
提
供
さ
れ
て
い
る
。

海
野
圭
介「
金
剛
寺
一
切
経
目
録（
暫
定
版
）」（
落
合
俊
典『
金
剛
寺
一
切
経
の

基
礎
的
研
究
と
新
出
仏
典
の
研
究（
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
Ａ
）・

（
１
）研
究
成
果
報
告
書
）』所
収
、
二
〇
〇
四
年
）

京
都
府
教
育
委
員
会『
京
都
府
古
文
書
調
査
報
告
書
第
十
三
集
　
興
聖
寺
一
切

経
調
査
報
告
書
』、
一
九
九
八
年

大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会『
大
和
郡
山
市
　
西
方
寺
調
査
報
告
書
』、
一
九
八

四
年

　
こ
れ
ら
の
比
較
的
最
近
の
報
告
書
類
の
分
析
・
整
理
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て

残
す
こ
と
に
し
た
い
。
今
回
は
、
公
刊
さ
れ
た
左
記
六
蔵
の
目
録
に
よ
っ
て
整

理
・
分
析
し
た
。
比
較
的
に
整
理
・
分
析
の
し
易
い「
か
た
ま
り
」と
し
て
平
安
中
後

期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
書
写
一
切
経
の
姿
が
残
る
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

○
名
取
新
宮
寺
一
切
経（
東
北
歴
史
資
料
館『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
調
査
報
告

書
』、
一
九
八
〇
年

○
七
寺
一
切
経
　『
尾
張
史
料
　
七
寺
一
切
経
目
録
』（
一
九
六
八
年
三
月
、
七
寺

一
切
経
保
存
会
）

○
松
尾
社（
妙
蓮
寺
）一
切
経（
七
帖
）（『
京
都
妙
蓮
寺
蔵『
松
尾
社
一
切
経
』調
査

報
告
書
』　
一
九
九
七
年
）

○
中
尊
寺
一
切
経
　『
水
原
尭
栄
全
集
』第
四
巻（
一
九
八
一
年
十
二
月
　
同
朋

舎
）所
収「
秀
衡
経
目
録
」

○
法
隆
寺
一
切
経（『
法
隆
寺
の
至
宝
』第
七
巻
　
一
九
九
七
年
三
月
）

（
今
回
は
大
谷
大
学
蔵
法
隆
寺
一
切
経
を
中
心
に
し
た
科
研
報
告
書
は
参
考
に

し
て
い
な
い
）

○
石
山
寺
一
切
経（『
石
山
寺
の
研
究
』一
切
経
編
）
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先
ず
各
々
の
一
切
経
に
本
奥
書（
刊
語
・
印
造
記
）「
大
宋
…
…
奉
勅
雕
造
／
太
平

興
国
八
年
奉
勅
印
」を
残
す
経
典
に
何
が
あ
る
か
、
を
拾
い
、
経
名
リ
ス
ト
を
作
成

す
る
。

　
凡
例

　
　
○
＝
　
然
将
来
蜀
版
刊
記
・
印
造
記
を
持
つ
。

　
　
△
＝
同
名
経
典
・
同
巻
次
で
あ
る
が
、　 

然
将
来
蜀
版
刊
記
・
印
造
記
を
持
た
な
い
。

　
　
×
＝
同
名
経
典
が
な
い
。

　
　
×
（
※
）
＝
同
名
経
典
の
同
巻
次
を
持
た
な
い
。
或
は
、
経
典
名
の
同
定
が
難
し
い
場
合
。

　
こ
の
　
然
将
来
蜀
版
刊
記
印
造
記
を
有
す
る
十
五
点
の
経
名
の
一
覧
表
を
電
閲

し
て
直
ち
に
気
づ
く
こ
と
は
、
複
数
の
大
蔵
経
が
同
じ
経
巻
を
有
す
る
ケ
ー
ス
は

十
三
例
で
、
そ
の
内
五
例
が
、
太
平
興
国
八
年
印
造
の
蜀
版
に
基
づ
く
こ
と
を
示

す
刊
・
印
記
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。

　

経
名

中
尊
寺

××△

×△ ×

×△

○

大
乗
金
剛
髻

珠
菩
薩
経

1234567

作
仏
形
像
経

孔
雀
王
呪
経

大
乗
五
薀
論

梵
志
計
水
浄

経阿
毘
曇
毘
婆

沙
論

阿
難
陀
目
　

尼
訶
難
陀
隣

尼
経

名
取
新
宮
寺

七
寺

松
尾
社

石
山
寺

〔
久
安
六
年
〕
写

〔
鎌
倉
中
期
〕
写

〔
鎌
倉
中
期
〕
写

△

△ △

〔
室
町
〕
写

〔
平
安
〕
写

〔
平
安
〕
写

（
巻
三
十
欠
）

（
巻
三
十
欠
）

楮
交
り
斐
紙

○

○×

〔
院
政
期
〕
写

楮
交
り
斐
紙

〔
仁
平
三
年
〕
写

楮
交
り
斐
紙

〔
院
政
期
〕
写

斐
交
り
楮
紙

美
濃
国
書
写
カ

法
隆
寺

所
蔵
寺
社

×

×

△

×

×

△

○

○

△

×

×

○

×

×

○

△
巻
三
十

×
（
※
）

○
巻
三
十

×

×
（
※
）

△
巻
三
十

△

×

×

×

○

校
本
　
清
水
寺
本

：

校
本
　
梵
尺
寺
本

：

〔
鎌
倉
中
期
〕
写

〔
鎌
倉
中
期
〕
写

〔
院
政
期
〕
写

〔
観
心
寺
秀
衡
経
目

　
録
ニ
ア
リ
〕
蜀
刊

　
印
造
記
有
無
不
明

楮
紙
（
漉
返
し
）

列
位
ア
リ

斐
楮
交
漉
紙
（
黄
）

〔
平
安
末
期
〕
写

斐
楮
交
漉
紙
（
黄
）

〔
平
安
末
期
〕
写

斐
楮
交
漉
紙
（
黄
）

〔
平
安
末
期
〕
写

〔
安
元
三
年

　
四
月
九
日
写
〕

経
名

中
尊
寺

△○×

×
（
※
）

×
（
※
）

×

○
巻
十
一
・
十
二

△

△

一
百
五
十
讃

仏
頌

9101112131415

出
三
蔵
記
集

大
周
刊
定
衆

経
目
録

般
泥
　
経

受
戒
羯
磨
文

集
諸
経
礼
懺

儀 続
集
古
今
仏

道
論
衡

名
取
新
宮
寺

七
寺

松
尾
社

石
山
寺

〔
院
政
期
〕
写

〔
鎌
倉
後
期
〕
写

〔
鎌
倉
中
期
〕
写

○
巻
四

△
巻
七

△

〔
長
寛
三
年
頃
〕
写

（
巻
七
欠
）

（
巻
二
至
巻
九
）

（
巻
四
・
十
一
・
十

　
二
欠
）

斐
交
り
楮
紙
（
黄
）

○
巻
七

○
巻
二
・
四

×

〔
長
寛
二
年
頃
〕
写

斐
交
り
楮
紙

〔
院
政
期
〕
写

斐
交
り
楮
紙

楮
交
り
斐
紙

〔
明
応
九
年
〕
写

〔
安
元
三
年
四
月

　
二
六
日
写
〕

法
隆
寺

所
蔵
寺
社

○

×

△

×

×

○

×

○

△

×

×

△

○
〔
巻
上
〕

△

×

×

×

×

○

×

×

×

△

×

○
巻
上

×

一
校
道
胤

〔
平
安
末
期
〕
写

〔
鎌
倉
中
期
〕
写

〔
院
政
期
〕
写

〔
仏
般
泥
　
経
巻

　
上
〕

  

参
考
「
菩
薩
羯
磨
」

〔
奈
良
〕
写

斐
楮
交
漉
紙
（
黄
）

8

法
句
経

（
竺
沙
氏
著
）

（
巻
下
欠
）

○
〔
巻
下
〕

○
巻
上

△

○

△

○
〔
巻
上
・
下
〕

〔
院
政
期
〕
写

斐
交
り
楮
紙
（
黄
）

斐
楮
交
漉
紙
（
黄
）

〔
平
安
末
期
〕
写
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二
、
名
取
新
宮
寺
一
切
経
の
蜀
版
刊
記
印
造
記

　
名
取
新
宮
寺
一
切
経
に
つ
い
て
、
東
北
歴
史
資
料
館『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
調
査

報
告
書
』（
一
九
八
〇
年
）に
基
づ
き
整
理
し
纏
め
る
な
ら
ば
、
　
然
将
来
蜀
版
刊
記

印
造
記
を
有
す
る
四
点
は
全
て「
平
安
末
期
写
」の「
同
一
体
裁
」の
経
で
あ
り
、「
平

安
後
期
に
慈
恩
寺
で
実
施
さ
れ
た
一
切
経
事
業
」に
付
随
し
た「
平
安
末
期
の
慈
恩
寺

経
」で
、「
平
安
後
期
の
一
切
経
が
何
ら
か
の
事
由
で
失
わ
れ
た
の
に
対
す
る
補
写
」

と
分
類
で
き
る
の
で
あ
る
。

　『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』（
東
北
歴
史
資
料
館
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
）

よ
り
、
四
点
の
書
誌
情
報
を
抜
書
き
す
る
。

①
１
２
５
１
大
乗
五
薀
論

　
書
写
年
代
　
　
平
安
末
期
　
　
　
　
料
紙
　
　
楮
斐
交
漉
紙（
黄
）

　
法
量
　
　
　
　
紙
数
　
一
〇
　
　
　
全
長（
四
・
六
）

　
奥
書
　
　
　
　（
中
略
）

　
　
　
　
　
　（
本
刊
記
）

　
　
　
　
　
　「
大
宋
開
寶
七
年
甲
戌
歳
奉

　
　
　
　
　
　
　
勅
雕
造
太
平
興
国
八
年
奉

　
　
　
　
　
　
　
勅
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
別
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
」　
」

　
完
　
　
　
　
表
紙
欠
、
中
欠

　
備
考
　
　
　（
首
題
右
脇
・
別
筆
）

　
　
　
　
　
　「
一
交
了
」　
　
」（
Ｐ
１
５
８
）

②
１
４
０
７
梵
志
計
水
浄
経

　
書
写
年
代
　
　
平
安
末
期
　
　
　
　
料
紙
　
　
斐
楮
交
漉
紙（
黄
）

　
法
量
　
　
　
　
紙
数
　
四
　
　
　
　
全
長
　
　
一
・
四

　
奥
書
　
　
　
　（
本
刊
記
）

　
　
　
　
　
　「
大
宋
開
寶
七
年
甲
戌
歳
奉

　
　
　
　
　
　
　
勅
雕
造
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
」

　
完
　
　
　
　
完
　
　
　
　
」（
Ｐ
１
７
７
）

③
２
３
３
１
法
句
経
　
巻
上

　
書
写
年
代
　
　
平
安
末
期
　
　
　
　
料
紙
　
　
斐
楮
交
漉
紙（
黄
）

　
法
量
　
　
　
　
紙
数
　
一
四
　
　
　
全
長（
六
・
五
）

　
奥
書
　
　
　
　（
本
刊
記
）

　
　
　
　
　
　「
大
宋
開
寶
九
年
丙
子
歳
奉
勅
雕
太
平（
興
、
脱
カ
）
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
年
奉
勅
印
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
別
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
」

　
完
　
　
　
　
表
紙
欠
、
首
欠
　
　
　
」（
Ｐ
２
９
２
）

④
２
３
３
１
法
句
経
　
巻
下

　
書
写
年
代
　
　
平
安
末
期
　
　
　
　
料
紙
　
　
斐
楮
交
漉
紙（
黄
）

　
法
量
　
　
　
　
紙
数
　
一
六
　
　
　
全
長
　
　
七
・
三

　
奥
書
　
　
　
　（
本
刊
記
）

　
　
　
　
　
　「
大
宋
開
寶
九
年
丙
子
歳
奉
勅
雕
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
　
」
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　（
別
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
」

　
完
　
　
　
　
表
紙
欠
　
　
　
」（
Ｐ
２
９
２
）

　
こ
の
四
点
の
　
然
将
来
蜀
版
刊
記
印
造
記
に
つ
い
て
、『
報
告
書
』は
、
４
２
９
頁

に「
△
本
刊
記
・
訳
場
列
位
写
」と
の
項
目
を
立
て
、

一
二
五
一

「
　
大
乗
五
薀
論（
平
安
末
期
）

　
唐
の
職
名
な
ど
明
ら
か
に
、
新
宮
寺
一
切
経
の
本
刊
記
写
に
は
誤
記
が
目
立

つ
。「
大
宋
開
宝
七
年
甲
戌
歳
奉
勅
雕
造
」（
北
宋
九
七
四
年
）の
刊
記
を
も
っ
て
い
る

い
わ
ゆ
る
宋
版
の
勅
版（
蜀
版
）一
切
経
が
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
こ
う
し
た
類
例
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
四
〇
七

梵
志
計
水
浄
経（
平
安
末
期
）

「
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
」

二
三
三
一

二
三
三
二

法
句
経
巻
上
・
下
（
平
安
末
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
巻
で
は
脱
）（
下
巻
で
は
脱
）

A
A

　
　
　
　
　「
大
宋
開
宝
九
年
丙
子
歳
奉
勅
雕
造
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
」」

　
と
指
摘
し
て
い
る
。

『
大
乗
五
薀
論
』・『
梵
志
計
水
浄
経
』・『
法
句
経
』巻
上
下
の
四
点
に
共
通
す
る
の

は
、
書
写
年
代
を「
平
安
末
期
」と
し
、
料
紙
を「
楮
斐
交
漉
紙（
黄
）」と
す
る
こ
と
、

『
大
乗
五
薀
論
』・『
法
句
経
』巻
上
下
の
三
点
に
は
奥
書
末
に「
一
校
了
」と
墨
書
の
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
特
に『
大
乗
五
薀
論
』に
つ
い
て
は
備
考
欄
に「（
首
題
右
脇
・
別
筆
）

「
一
交
了
」」と
重
校
に
関
し
て
注
記
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。「
一
校
」并「
重

校
」僧
に
つ
い
て『
報
告
書
』は
、「
平
安
末
期
の
校
訂
僧
集
団
―
蓮
忍
・
実
鑁
・
□

（
弁
カ
）

□
・
円
慶
・
永
命
・
源
秀
・
慶
妙
―
が
目
立
っ
て
い
る
」（
頁
４
５
２
）と
し
、「
平
安

後
・
末
期
の
経
巻
は「
黒
石
口
」の
事
例
か
ら
、
東
北
地
方
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
瑜
伽
師
地
論
・
阿
毘
曇
心
論
の
場
合
、
い
ず
れ
も
、
地
元
僧

（
黒
石
口
）の
初
校
に
対
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
都
周
辺
か
ら
大
挙
し

て
き
た
校
訂
僧
が
重
校
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
写
経
に
大
し
て
占
め
る
地
位
の
軽

重
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
、
平
安
末
期
校
訂
僧
集
団
は
新
宮
寺
に
お
け

る
鎌
倉
中
期
Ⅱ
の
礼
西
以
下
の
校
訂
僧
と
同
様
に
、
い
ず
れ
か
の
寺
の
大
規
模
な

輔
写
事
業
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
は
瑜
伽
師
地
論
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
中
略
）蓮
仁
は「
備
州
」、
蓮
忍
も
瑜
伽
師
地
論
巻
八
一
の
奥
書
に「
和
州
」と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
校
訂
僧
集
団
の
中
に
は
、
王
法
正
理
論
を
手
が
か
り
と

す
る
な
ら
ば
、
後
筆
な
が
ら
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
に
み
え
る
源
秀
は「
和
州
」、
源

鏡
は
成
実
論
巻
九
に「
山
城
國
」と
あ
る
。
い
ず
れ
も
京
都
周
辺
の
熟
達
し
た
校
訂
僧

と
推
察
さ
れ
る
。（
中
略
）さ
き
の
瑜
伽
師
地
論
・
阿
毘
曇
心
論
な
ど
の
事
例
か
ら

も
、
地
元
僧
と
京
都
周
辺
か
ら
の
校
訂
僧
集
団
が
平
安
末
期
の
一
切
経
輔
写
を
分

担
し
な
が
ら
遂
行
し
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
え
る
。
平
安
末
期
の
経
巻
は
大
き
く

料
紙
の
点
で
は
、
黄
斐
楮
紙（
薄
手
）と
黄
緒
斐
紙（
厚
手
）の
二
系
統
に
分
類
さ
れ

る
。
そ
し
て
先
に
問
題
と
し
た
平
安
末
期
校
訂
僧
集
団
は
黄
斐
楮
紙（
や
や
厚
手
の

も
の
も
あ
る
）に
属
す
る
。
」（
頁
４
５
６
）と
ま
と
め
、「
す
な
わ
ち
校
訂
僧
集
団
が

担
当
す
る
経
巻
は
、
料
紙
も
書
体
も
一
群
を
な
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
集
団
は
校
訂

の
み
で
な
く
、
執
筆
僧
も
含
め
た
一
団
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
結
論

す
る
の
で
あ
る
。
更
に
展
開
し
て「
平
安
末
期
の
二
つ
の
大
き
な
系
統
を
、
仮
に
そ

の
年
紀
を
手
が
か
り
に
す
る
な
ら
ば
、
成
実
論
巻
九
の
奥
書
に
み
え
る
源
鏡
の
属

す
る
校
訂
僧
集
団
の
担
当
し
た
経
巻
の
書
写
時
期
を
治
承
五
年
＝
養
和
元
年
と
す

る
な
ら
ば
、
慈
恩
寺
僧
定
秀
瀧
城
房
系
統
の
経
巻
の
書
写
時
期
は
養
和
二
年
と
な

ろ
う
。
こ
の
両
者
は
同
一
経
巻
の
中
で
入
り
混
じ
る
こ
と
は
全
く
な
い
。
こ
れ
ら
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の
点
は
、
新
宮
寺
経
に
属
す
る
鎌
倉
中
期
Ⅱ
の
経
巻
は
安
貞
三
年
＝
寛
喜
元
年
と

寛
喜
二
年
の
両
年
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
と
類
似
す
る
。
す
な
わ

ち
、
平
安
末
期
の
治
承
五
年
＝
養
和
元
年
に
ま
ず
、
第
一
回
目
の
書
写
が
京
都
周

辺
の
校
訂
僧
集
団
を
迎
え
て
行
な
わ
れ
、
残
り
の
経
巻
は
翌
年
の
養
和
二
年
に
お

そ
ら
く
慈
恩
寺
僧
定
秀
瀧
城
房
な
ど
を
中
心
と
し
て
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
と
な
る
と
、
二
回
の
補
写
事
業
は
同
一
寺
院
に
関
わ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
慈

恩
寺
と
考
え
る
の
が
現
段
階
で
は
妥
当
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
」（
頁
４
５
８
）と
推

論
し
て
い
る
。

　
平
安
末
期
の
治
承
五
年
＝
養
和
元
年
に
第
一
回
目
の
書
写
が
京
都
周
辺
の
校
訂

僧
集
団
を
迎
え
て
行
な
わ
れ
た
、
と
推
定
し
、
残
り
の
経
巻
は
翌
年
の
養
和
二
年

に
お
そ
ら
く
慈
恩
寺
僧
定
秀
瀧
城
房
な
ど
を
中
心
と
し
て
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
識
別
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
回
の
補
写
事
業
は
い
ず
れ
も
同
一
寺
院
・

慈
恩
寺
で
行
わ
れ
た
、
と
考
え
る
の
が「
現
段
階
で
は
妥
当
性
が
高
い
」と
い
う
。

『
大
乗
五
薀
論
』・『
梵
志
計
水
浄
経
』・『
法
句
経
』巻
上
下
の
四
点
に
共
通
す
る
料
紙

「
楮
斐
交
漉
紙（
黄
）」が
、
京
都
周
辺
の
校
訂
僧
集
団
を
迎
え
て
行
な
わ
れ
た
第
一
回

目
の
書
写
の
料
紙
か
、
翌
年
の
養
和
二
年
に
お
そ
ら
く
慈
恩
寺
僧
定
秀
瀧
城
房
な

ど
を
中
心
と
し
て
書
写
さ
れ
た
際
の
料
紙
か
、
定
か
に
は
し
が
た
い
が
、
京
都
周

辺
の
校
訂
僧
集
団
を
迎
え
て
行
な
わ
れ
た
書
写
作
業
に
、「
　
然
将
来
蜀
版
刊
記
印

造
記
」移
写
経
群
が
係
る
よ
う
で
あ
る
。

　　
　
　
三
、
七
寺
一
切
経
の
蜀
版
刊
記
印
造
記

　『
尾
張
史
料
　
七
寺
一
切
経
目
録
』（
一
九
六
八
年
　
七
寺
一
切
経
保
存
会
刊
）に
基

づ
き
、
蜀
版
刊
記
印
造
記
を
有
す
る
六
点
を
全
て
拾
う
な
ら
ば
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

①『
阿
難
陀
目
　
尼
呵
難
陀
隣
尼
経
』

　（
巻
本
ニ
大
宋
太
平
興
国
八
年
刊
記
ヲ
書
写
ス
）

　
安
元
三
年〔
才
次
／
丁
酉
〕四
月
九
日
□
□
書
了
　「
一
校
了
　
栄
俊
」

②『
集
諸
経
礼
懺
儀
』巻
上（
番
外
一
函
）

　（
巻
末
ニ
刊
記
写
ア
リ
）

　「
大
宋
太
平
興（
マ
マ
）二
年〔
丁
／
丑
〕歳
奉
勅
雕
造
　

　
　
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
」

　
安
元
参
年
四
月
廿
六
日
書
写
畢
如
城
房「
一
交
了
　
学
藝
」巻
子
本

③『
出
三
蔵
記
集
』巻
第
十
一（
甲
復
九
函
）

　
巻
一
〜
十
、
十
三
〜
十
五
　
折
本（
刊
記
写
ナ
シ
）

　
巻
十
一

　（
刊
記
字
ア
リ
）

　「
大
宋
開
寶
九
年
丙
子
歳
奉
勅
雕
造
　
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
」一
校
了
　
道
胤

④
巻
十
二
に
も
同
　
　
折
本

⑤『
続
集
古
今
仏
道
論
衡
』（
甲
復
十
函
）

　（
巻
末
ニ
刊
記
写
ア
リ
）

　「
大
宋
太
平
興
国
三
年
丙
子
歳
奉
勅
雕
造
　
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
」巻
子
本

　「
一
校
了
　
蓮
定
房
」の
折
本
も
存（
重
複
）

⑥『
仏
説
大
乗
聖
無
量
寿
王
経
』

　（
巻
末
ニ
太
平
興
国
八
年
訳
経
記
ア
リ
）

　「
七
寺
一
切
経
現
存
四
、
九
五
四
巻
」の
う
ち
六
点
に
の
み
北
宋
勅
版
の
刊
記
が
残

存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
北
宋
勅
版
の
刊
記
を
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
六
點
の
経

典
」と
、
奥
書
に
法
勝
寺
の
名
が
認
め
ら
れ
る
経
典
、
即
ち
法
勝
寺
金
字
経
を
原
本
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も
し
く
は
校
本
と
し
た
二
十
九
點
の
経
典
を
除
く「
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
残
り
四

九
一
九
巻
は
一
体
何
処
の
何
を
藍
本
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
」、
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

「
以
上
書
写
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
縷
縷
述
べ
て
来
た
が
、「
依
無
尾
州

於
清
水
寺
以
法
勝
寺
本
書
写
之
」（『
禅
秘
要
経
』巻
三
）や「
横
河
青
龍
蔵
本
書

写
了
」（『
中
阿
含
経
』巻
十
）と
い
う
明
白
な
証
文
の
あ
る
経
巻
、
北
宋
勅
版
の

刊
記
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
六
點
、
ま
た
書
写
原
本
と
断
定
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
そ
の
可
能
性
の
高
い
法
勝
寺
本
を
以
っ
て
校
合
し
た
二
十
八
點
、

の
計
三
十
六
點
以
外
何
処
の
寺
院
の
何
の
経
蔵
本
を
書
写
し
た
か
特
定
す
る

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
京
都
六
勝
寺
の
筆
頭
、
法
勝
寺
金
字

経
を
書
写
す
る
た
め
に
京
清
水
寺
ま
で
上
洛
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
京
奈

良
の
大
寺
の
経
蔵
本
を
借
り
出
し
て
尾
張
の
地
で
書
写
し
た
と
は
到
底
考
え

ら
れ
な
い
。
多
度
神
宮
寺
や
熱
田
神
宮
寺
の
豊
富
な
経
蔵
の
こ
と
を
併
わ
せ

考
え
る
と
無
記
の
も
の
の
大
半
は
、
美
濃
伊
勢
を
含
め
た
尾
張
の
地
に
既
に

存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
測
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
れ

ら
は
当
時
傳
来
し
て
崇
敬
さ
れ
た
北
宋
勅
版
一
切
経（
蜀
版
）系
の
も
の
で
は

な
く
、
奈
良
朝
以
来
の
書
写
一
切
経
が
中
心
を
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
」

　
と
こ
ろ
で
、
北
宋
勅
版
の
刊
記
・
印
造
記
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
六
點
の
う

ち
、
二
点
に
は
書
写
識
語
が
認
め
ら
れ
る
。『
集
諸
経
礼
懺
儀
』巻
上
に
は（
巻
末
ニ

刊
記
写
ア
リ
）「
大
宋
太
平
興
國
二
年
丁
丑
歳
奉
勅
離
造
太
平
興
囲
八
年
奉
勅
印
」安

元
参
年
四
月
廿
六
日
書
写
畢
如
城
房「
一
交
了
　
学
藝
」と
あ
り
、『
阿
難
陀
目
　
尼

呵
難
陀
隣
尼
経
』に
は「（
巻
本
ニ
大
宋
太
平
興
国
八
年
刊
記
ヲ
書
写
ス
）安
元
三
年

〔
才
次
／
丁
酉
〕四
月
九
日
□
□
書
了
　「
一
校
了
　
栄
俊
」と
あ
る
。
い
ず
れ
も
安
元

三
年
四
月
の
書
写
で
あ
る
。

　『
七
寺
現
存
目
録
』に
よ
れ
ば
、
四
月
の
書
写
経
典
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

４
／
１
　
集
諸
経
礼
懺
儀
　
巻
下
　
安
元
三
年
四
月
一
日
午
時
許
書
写
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
師
持
門
房
　「
一
交
了
　
栄
藝
」

４
／
３
　
転
法
輪
経
憂
波
提
舎
　
安
元
三
年
四
月
三
日
執
筆
僧
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
栄
俊
」

４
／
３
　
菩
薩
処
胎
経
巻
四
　
安
元
三
年
四
月
三
日
巳
時
許
味
岡
本
庄
小
松
山
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
了
　
僧
叡
弁

４
／
３
　
菩
薩
処
胎
経
巻
二
　
安
元
三
年
四
月
三
日
未
時
許
味
岡
本
庄
小
松
山
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
了
　
僧
叡
弁

４
／
４
　
諸
仏
要
集
経
巻
下
　
安
元
三
年
四
月
四
日
校
之
　
僧
仁
禅
　
歳
満
八
十

４
／
５
　
最
勝
仏
頂
陀
羅
尼
浄
除
業
障
経
　
安
元
三
年
歳
次
丁
酉

四
月
五
日
辰
時
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
６
　
仏
説
一
向
出
生
菩
薩
経
　
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
六
日
未
時
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
６
　
諸
仏
要
集
経
巻
上
　
安
元
三
年
四
月
六
日
一
交
了
　
結
縁
僧
　
仁
禅
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
為
後
生
菩
提
也

４
／
７
　
仏
説
無
量
門
破
魔
陀
羅
尼
経
　
安
元
三
年
歳
次
丁
酉

四
月
七
日
未
時
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
７
　
思
益
梵
天
問
経
　
巻
第
一
　
安
元
三
年
四
月
七
日
校
了
　
僧
仁
禅
歳
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
偏
為
往
生
極
楽
也

（
マ
ヽ
）

４
／
８
　
出
生
無
辺
門
経
　
安
元
三
年
歳
次
丁
酉

四
八
日
巳
時
書
写
畢「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
９
　
阿
難
陀
目
　
尼
呵
離
陀
隣
尼
経（
巻
末
ニ
大
宋
太
平
興
国
八
年
刊
記
ヲ
書
写
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
九
日
□
□
書
了（
コ
レ
ヲ
墨
滅
ス
）
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　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
９
　
仏
説
瑠
璃
王
経
　
安
元
三
年
四
月
九
日
為
結
縁
一
交
了「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
９
　
仏
説
梵
志
■
羅
延
問
種
尊
経
　
安
元
三
年
四
月
九
日
為
結
縁
一
交
了

４
／
10
　
舎
利
弗
陀
羅
尼
経
　
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
十
日
未
時
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
11
　
金
剛
頂
経
観
自
在
王
如
来
修
行
法（
巻
末
ニ「
青
竜
寺
東
塔
院
一
切
経
」ト
ア
リ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
元
三
年
歳
次
丁
酉

四
月
十
一
日
申庚

巳
時
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
11
　
種
種
雑
咒
経
　
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
十
一
日
辰庚

申
時
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
12
　
仏
説
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
　
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
十
二
日
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
13
　
仏
頂
最
勝
陀
羅
尼
経（
巻
首
ニ
沙
門
彦
　
の
経
序
ア
リ
）
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
未
時
書
了「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
13
　
勝
幢
臂
印
陀
羅
尼
経
　
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
十
三
日
酉
時
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
14
　
妙
臂
印
幢
陀
羅
尼
経
　
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
十
四
日
辰
時
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
15
　
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
　
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
十
五
日
午
時
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
16
　
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
経
　
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
十
六
日
戌
時
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
17
　
陀
羅
尼
雑
集
　
巻
第
三
　
安
元
三
年
四
月
十
七
日
書
了
　
道
胤「
一
校
了
」

４
／
17
　
無
相
思
塵
論
　
安
元
三
年
四
月
十
七
日
午
時
書
写
畢「
一
校
了
永
俊
」

４
／
21
　
仏
説
阿
難
陀
目
　
尼
呵
離
陀
隣
尼
経
　
安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
廿
一
日
寅庚

酉
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

写
了「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
22
　
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経（
重
複
）安
元
三
年
才
次
丁
酉

四
月
廿
二
日
卯辛

午
時
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
交
了
　
栄
俊
」

４
／
25
　
広
弘
明
集
　
巻
第
十
六
　
安
元
三
年
四
月
廿
五
日
書
写
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
栄
俊
」

４
／
25
　
弁
正
論
　
巻
第
一
　
安
元
三
年
大
歳
丁
酉

四
月
廿
五
日
書
了「
一
校
畢
　
栄
俊
」

４
／
25
　
破
邪
論
　
巻
下
　
安
元
三
年
大
歳
丁
酉

四
月
廿
五
日
書
了「
一
校
了
　
栄
俊
」

（
マ
マ
）

４
／
26
　
集
諸
経
礼
懺
儀
　
巻
上
　（
巻
末
に
刊
記
写
ア
リ
）「
大
宋
太
平
興
二
年
丑丁

歳
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
雕
造
　
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
」安
元
参
年
四
月
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
日
書
写
畢
如
城
房
　「
一
交
了
　
栄
藝
」

４
／
30
　
陀
羅
尼
雑
集
　
巻
第
九
　
安
元
三
年
大
歳
丁
酉

四
月
卅
日
巳
尅
書
写
了
　
執
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
胤
　
大
施
主
散
位
大
中
臣
安
長

　
こ
の
他
に
、
執
筆
乗
花
房
と「
一
校
了
　
長
昭
」の
組
み
合
わ
せ
で
、
安
元
三
年
四

月
に
は

根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
巻

　
　
　
　
　
巻
第
十
一
　
　
安
元
三
年
四
月
一
日
書
写
了
　
執
筆
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

同
　
　
　
　
　
　
十
二
　
　
安
元
三
年
四
月
三
日
書
写
了
　
執
筆
栄
賢
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

同
　
　
　
　
　
　
十
三
　
　
安
元
三
年
四
月
六
日
書
写
了
　
執
筆
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

同
　
　
　
　
　
　
十
四
　
　
安
元
三
年
四
月
七
日
書
写
了
　
執
筆
栄
賢
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」



実践女子大学文学部　紀要　第51集

－9－

同
　
　
　
　
　
　
十
五
　
　
安
元
三
年
四
月
十
日
書
写
了
　
執
筆
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

同
　
　
　
　
　
　
十
六
　
　
安
元
三
年
四
月
十
二
日
書
写
了
　
執
筆
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

同
　
　
　
　
　
　
十
七
　
　
安
元
三
年
四
月
十
五
日
書
写
了
　
執
筆
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

同
　
　
　
　
　
　
十
九（
巻
末
ニ
釈
音
ア
リ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
元
三
年
四
月
十
八
日
書
写
了
　
執
筆
栄
賢
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

同
　
　
　
　
　
　
二
十
　
　
安
元
三
年
五
月
六
日
書
写
了
　
執
筆
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

　
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
安
元
三
年
二
月
中
旬
か
ら
三
月
初
旬
に
か
け
て
の
書
写

経
典
に

雑
阿
含
経
　
巻
第
四
十
二
　
安
元
三
年
二
月
十
八
日
書
写
畢
　
執
筆
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

同
　
　
　
　
　
　
四
十
三
　
安
元
三
年
二
月
廿
日
書
写
了
　
執
筆
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

同
　
　
　
　
　
　
四
十
四
　
二
月
廿
五
日
書
写
了
　
執
筆
栄
賢「
一
校
了
　
長
昭
」

同
　
　
　
　
　
　
四
十
五
　
筆
師
　
六
郎
房「
一
交
了
　
永
俊
」

同
　
　
　
　
　
　
四
十
六
　
安
元
三
年
三
月
一
日
書
写
畢
　
執
筆
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
　
円
長
」

同
　
　
　
　
　
　
四
十
七
　
安
元
三
年
三
月
八
日
書
写
畢
　
執
筆
乗
花
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
長
昭
」

　
と
あ
り
、
巻
四
十
四
・
四
十
五
を
除
く
な
ら
ば
、
一
群
の
も
の
、
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
執
筆
僧
と「
一
校
」僧
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、
書
写
奥
書
の
年
月
日
表

記
に
形
式
的
に
み
て
同
一
な
も
の
が
あ
る
。

　
執
筆
乗
花
房
＋「
一
校
了
　
長
昭
」＝
安
元
三
年
四
月
□
日
書
写
了（
畢
）

　「
一
交
了
　
栄
俊
」と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
の
四
種
類
の
書
写
奥
書
の
年
月

日
表
記
形
式
が
確
認
で
き
る
。

「
一
交
了
　
栄
俊
」＝
ａ
転
法
輪
経
憂
波
提
舎
　
安
元
三
年
歳
次
丁
酉

四
月
三
日
執
筆
僧
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了「
一
交
了
　
栄
俊
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
金
剛
頂
経
観
自
在
王
如
来
修
行
法
　
安
元
三
年
歳
次
丁
酉

四
月
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
申庚

巳
時
書
写
了「
一
交
了
　
栄
俊
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
弁
正
論
　
巻
第
一
　
安
元
三
年
大
歳
丁
酉

四
月
廿
五
日
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
畢
　
栄
俊
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
破
邪
論
　
巻
下
　
安
元
三
年
大
歳
丁
酉

四
月
廿
五
日
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
一
校
了
　
栄
俊
」

「
巻
末
ニ
大
宋
太
平
興
国
八
年
刊
記
ヲ
書
写
ス
」と
注
記
さ
れ
た『
阿
難
陀
目
　
尼
呵

離
陀
隣
尼
経
』（
１
２
４
Ｐ
）も
ま
た
、「
巻
末
ニ「
青
竜
寺
東
塔
院
一
切
経
」ト
ア
リ
」

と
注
記
さ
れ
た『
金
剛
頂
経
観
自
在
王
如
来
修
行
法
』も
と
も
に「
一
交
了
　
栄
俊
」と

あ
り
ｂ
型
に
属
す
。
安
元
三
年
の
書
写
識
語
を
も
た
な
い
が「（
巻
末
ニ
太
平
興
国
八

年
訳
経
記
ア
リ
）」と
注
記
さ
れ
た『
仏
説
大
乗
聖
无
量
寿
王
経
』も
、「
一
交
了
　
栄

俊
」と
あ
り
ｂ
型
に
属
し
、
お
そ
ら
く
同
一
の
執
筆
僧
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
同
一
の

一
群
の
経
典
群（
同
一
の
寺
院
の
一
切
経
が
想
定
さ
れ
る
）を
底
本
に
し
た
書
写
活
動

か
ら
産
ま
れ
た
も
の
、
と
予
想
さ
れ
る
。

　
治
承
三
年
清
水
寺
に
お
け
る
書
写
を
伝
え
る
一
群
の
経
巻
が
、
次
の
よ
う
に
認

め
ら
れ
る
。
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尾
張
史
料
　
七
寺
一
切
経
目
録（
昭
和
四
十
三
・
三
　
七
寺
一
切
経
保
存
会
刊
）

７
５
Ｐ

禅
秘
要
経
巻
第
一
　
　
　
　
治
承
三
年
己
亥
八
月
六
日
於
京
清
水
寺
書
写
畢
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
師
　
境
妙
房「
於
清
水
寺
以
法
勝
寺
本
一
校
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
慶
」

同
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
於
清
水
寺
　
以
法
勝
寺
本
一
校
了
　
永
藝

同
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
依
无
尾
州
於
清
水
寺
以
法
勝
寺
本
書
写
之
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
加
校
之
　
円
慶「
一
校
了
」

（
マ
ヽ
）

同
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
於
清
水
寺
以
法
勝
本
書
写
了「
加
一
校
了
」

１
０
４
Ｐ

雑
阿
毘
曇
心
論
巻
第
十
　
　
以
法
勝
寺
本
一
校
了
　
円
慶

１
１
８
Ｐ

続
高
僧
伝
巻
第
十
三
　
　
　
治
承
三
年
大
歳
寅己

八
月
二
日
書
写
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
於
清
水
寺
法
勝
寺
本
一
校
了
」

１
２
１
Ｐ

仏
説
密
迹
金
剛
力
士
経

　
　
　
　
　
　
巻
第
二
　
　
於
清
水
寺
以
法
勝
寺
本
一
交
了
　
永
藝

七

〃

同
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
治
承
三
年
大
己
歳
亥

八
月
四
日
京
清
水
寺
書
畢
　
筆
師
円
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
於
清
水
寺
以
法
勝
寺
本
一
交
了
　
円
慶
」

仏
説
菩
薩
夢
経
　
巻
上
　
　
治
承
三
年
己
亥
八
月
四
日
清
水
寺
下
薬
刃
神
北
小
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂
書
写
已
　
筆
師
境
妙
房「
一
校
了
　
栄
胤
」

同
　
　
　
　
　
　
　
下
　
　
於
清
水
寺
以
法
勝
寺
本
一
交
了
　
円
慶

１
２
２
Ｐ

仏
説
菩
薩
蔵
経
　
巻
上
　
　
於
清
水
寺
以
法
勝
寺
本
一
交
了
尾
州
中
嶋
郡
長
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
永
藝

大
方
等
善
住
意
天
子
所
問
経
　

　
　
　
　
　
　
　
巻
四
　
　
以
法
勝
寺
本
一
交
了
　
円
慶

（
巻
首
紙
背
）

大
宝
積
経
　
　
　
　
　
　
　「
一
巻
ノ
大
宝
積
　
廿
四
枚
　
鏡
音
房
」

（
奥
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
於
清
水
寺
以
法
勝
寺
一
交
了
　
永
藝
」

仏
説
宝
髻
菩
薩
所
問
経

（
蓮
カ
）

　
　
　
　
　
　
　
巻
上
　
　
法
勝
寺
本
一
校
了
□
慶

１
２
３
Ｐ

仏
説
毘
羅
三
昧
経
巻
上
　
　
於
清
水
寺
以
法
勝
本
書
写
了「
加
一
校
了
」

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
経（
新
小
品
）

　
　
　
　
　
　
巻
第
一
　
　
治
承
三
年
八
月
十
日
巳
日
許
書
写
畢
　
於
清
水
寺
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
勝
寺
本「
一
交
了
　
円
慶
」

同
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　 

於
京
東
山
清
水
寺
以
法
勝
寺
本
一
交
了
　
永
藝
　
以
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
寺
本
一
交
了
　
永
藝

同
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
清
水
寺
書
畢「
以
法
勝
寺
一
交
了
　
慶
俊
」

大
願
功
徳
経
　
　
　
　
　
　
一
交
了
　
円
慶
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１
２
５
Ｐ

仏
説
呪
媚
経
　
　
　
　
　
　
一
交
了
　
慶
俊

仏
説
招
魂
経
　
　
　
　
　
　
一
交
了
　
永
藝

浄
土
経
　
　
　
巻
第
二
　
　
清
水
寺
居
書
写
畢「
以
法
勝
寺
本
一
交
了
　
円
慶
之
」

同
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
治
承
三
年
亥己

八
月
七
日
清
水
寺
書
畢「
以
法
勝
寺
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
校
了
　
永
藝
之
」

　
治
承
三
年
の
清
水
寺
に
お
け
る
書
写
を
伝
え
る
一
群
の
写
経
群
に
つ
い
て
既
に

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
筆
者
と
し
て
境
妙
房
・
円
順
・
鏡
音
房
の
名
が
挙
が
る

他
、「
一
校
」僧
名
に
は
円
慶
・
永
藝
・
慶
俊
が
認
め
ら
れ
る
。
安
元
三
年
四
月
時
点

で
の
書
写
活
動
に
顕
著
な「
一
交
了
　
栄
俊
」と
す
る
も
の
と
は
異
な
る
書
写
作
業
と

考
え
ら
れ
、
安
元
三
年
の
書
写
識
語
を
も
た
な
い
が「（
巻
末
ニ
太
平
興
国
八
年
訳
経

記
ア
リ
）」と
注
記
さ
れ
た『
仏
説
大
乗
聖
无
量
寿
王
経
』も
、「
一
交
了
　
栄
俊
」を
も

つ
点
で
清
水
寺
に
お
け
る
書
写
活
動
の
産
物
の
可
能
性
は
低
く
、
安
元
三
年
四
月

時
の
書
写
経
典
の
一
群
に
属
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　
か
く
て「
　
然
将
来
蜀
版
刊
記
印
造
記
」を
保
存
す
る
経
巻
類
は
、
都
に
お
い
て

”
法
勝
寺
本
“
を
底
本
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
安
元
三
年
当
時
の
尾
州
周
辺
現
存

経
典
類（
一
切
経
を
含
む
）を
底
本（
既
に
尾
州
周
辺
に「
都
」の
”
法
勝
寺
本
“
を
底

本
に
し
た
経
典
が
齎
さ
れ
て
い
た
か
）に
し
た
可
能
性
の
方
が
高
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
四
、
妙
蓮
寺
一
切
経
の
蜀
版
刊
記
印
造
記

　『
京
都
妙
蓮
寺
蔵『
松
尾
社
一
切
経
』調
査
報
告
書
』（
平
成
九
年
二
月
刊
）に
拠
る

と
、
次
の
八
点
に
蜀
版
刊
記
印
造
記
が
認
め
ら
れ
る
。

５
０
０

作
仏
形
像
経（
１
４
６
８
）

（
刊
記
）大
宋
開
宝
六
年
癸
酉
歳
奉

　
　
　
勅
雕
造
、
太
平
興
国
八
年
奉

　
　
　
勅
印
、

（
奥
書
）以
清
水
寺
経
蔵
本
交
了
、（
花
押
）

５
２
２

阿
難
陀
目
■
尼
阿
離（
マ
マ
）経（
１
４
９
９
）

（
刊
記
）大
宋
開
宝
六
年
癸
酉
歳
奉

　
　
　
勅
雕
造
、
太
平
興
国
八
年
奉

　
　
　
勅
印
、

（
奥
書
）以
梵
尺
寺
本
一
交
了
、（
花
押
）

６
８
４

受
戒
羯
磨
文（
１
７
８
５
）

（
刊
記
）大
宋
開
宝
七
年
申（
マ
マ
）戌
歳
奉

　
　
　
勅
雕
造
、
太
平
興
国
八
年
奉
、

９
４
２

般
泥
　
経
巻
上（
２
２
８
３
）

（
刊
記
）「
大
宋
開
宝
七
年
甲
戌
歳
奉

　
　
　
勅
雕
造
、
太
平
興
国
八
年
奉

　
　
　
勅
印
、
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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１
２
１
９

法
句
経
巻
下（
３
２
４
５
）

（
刊
記
）「
大
宋
開
宝
元
年
丙
子
歳
奉

　
　
　
勅
雕
造
、
太
平
興
国
八
年
奉

　
　
　
勅
印
、
　
　
　
　
　
　
　
　
」

１
２
２
０

一
百
五
十
讃
仏
頌（
３
２
５
７
）

（
刊
記
）「
大
宋
開
宝
九
年
丙
子
歳
奉
　
勅
雕

　
　
　
造
、
太
平
興
国
八
年
奉
　
　
　
　
　
　
勅
印
、
」

１
２
２
５

出
三
蔵
記
集
録
上
巻
第
二（
３
３
５
５
）

（
刊
記
）「
大
宋
太
平
興
国
元
年
丙
子
歳

　
　
　
奉
勅
雕
造
、

　
　
　
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
、
　
　
　
　
　
」

１
２
２
６

出
三
蔵
記
集
録
下
巻
第
四（
３
３
５
７
）

（
刊
記
）「
大
宋
太
平
興
国
元
年
丙
子
歳
奉

　
　
　
勅
雕
造
、
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
、
　
」

　『
報
告
書
』に
従
え
ば
、〔
平
安
後
期
〕写
本
で
あ
り
、
そ
の
内
の
三
点
は「
印
記
」欄

に「
松
ク
花
」と
あ
り
、「
松
尾
寺
印
」「
ク
ル
ミ
印
」「
花
押
」が
あ
る
こ
と
で
共
通
す

る
。
校
合
に「
清
水
寺
経
底
本
」「
梵
尺
寺
本
」が
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
書
写
本

文
も
”
清
水
寺
一
切
経
“
や
”
梵
尺
寺
一
切
経
“
な
ど
へ
遡
及
し
う
る
の
で
あ
る

が
、
本
文
も「
一
交
」僧
の
手
に
係
る
も
の
か
ど
う
か
の
判
断
は
で
き
ず
、
書
写
本
文

の
底
本
の
特
定
は
推
測
す
る
手
が
か
り
も
な
い
。
後
考
に
俟
つ
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
五
、
石
山
寺
一
切
経
の
蜀
版
刊
記
印
造
記

　
田
中
稔
氏「
石
山
寺
一
切
経
に
つ
い
て
」を
参
照
し
つ
つ
、
石
山
寺
蔵
一
切
経
の

　
然
将
来
蜀
版
刊
記
印
造
記
を
有
す
る
七
帖
に
つ
い
て
整
理
し
、
前
掲
論
文
に
お

い
て
詳
細
な
検
討
を
終
え
て
い
る
。
従
っ
て
七
帖
を
列
記
し
、
そ
の
結
論
の
み
を

引
用
す
る
。

①
二
十
函
32
大
乗
金
剛
撃
珠
菩
薩
経
　
　
　
　
　（
臣
）一
帖

　
平
安
時
代
久
安
六
年
写
、
楮
交
り
斐
紙
、
一
切
経
黒
印
ナ
シ
、
毎
紙
背
二
梵
字

黒
方
印（
印
文
未
詳
）ア
リ
、
訓
點
ナ
シ
、
一
紙
長
五
七
・
二
糎
、
界
高
二
〇
・
四

糎
、
界
幅
一
・
九
糎
、

（
内
題
・
尾
題
）　
大
乗
金
剛
響
珠
菩
薩
修
行
分

（
奥
書
）　
大
宋
開
寶
六
年
　
酉
歳
奉

　
　
　
勅
雕
　
造
　
太
平
興
国
八
年
奉

　
　
　
　
勅
印（
○
以
上
高
麗
版
刊
記
ノ
写
シ
ナ
リ
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
追
筆
）

　
　
　
　
久
安
六
年
正
月
十
七
日
書
写
了「
一
交
了
」

②
二
十
八
函
24
孔
雀
王
呪
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
帖

　
院
政
期
写
、
楮
交
り
斐
紙
、
訓
點
ナ
シ
、
一
紙
長
五
五
・
六
糎
、

　
界
高
一
九
・
六
糎
、
界
幅
二
・
〇
糎
、
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　（
内
題
）　
大
金
色
孔
雀
王
呪
経
　
結
界
湯
法
兵
具
　
印
幢
陀
羅
尼
経

　（
刊
記
写
）　
大
宗
開
寶
六
年
　
酉
歳
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
勅
雕
　
造
太
平
　
国
八
年
奉

　
　
　
　
　
　
　
勅
印

③
四
十
八
函
16
大
乗
五
薀
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
帖

　
院
政
期
写
、
楮
紙（
漉
返
シ
）、
訓
點
ナ
シ
、
巻
末
ニ
訳
場
列
位
ア
リ
、

一
紙
長
五
一
・
五
糎
、
界
高
一
九
・
九
糎
、
界
幅
一
・
九
糎
、

（
訳
場
列
位
）

 

大
唐
貞
観
二
十
年
五
月
十
日
於
長
安
列
／
福
寺
翻
経
院
三
蔵
法
師
玄
奘
奉
　
詔
訳

　
　
　
　
　
　
　
翻
経
沙
門
道
洪
／
翻
経
沙
門
恵
明
／

　
　
　
　
　
　
　（
以
下
、
列
位
略
ス
）

　（
本
刊
記
写
）　
大
宋
開
寶
七
年
甲
戌
歳
奉

　
　
　
　
　
　
　
勅
雕
　
造
太
平
興
国
八
年
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
勅
印

　（
奥
書
）一
交
了

④
六
十
一
函
41
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
巻
第
三
十
　
　
　
　
　
　
一
帖

　
院
政
期
写
、
体
裁
等
題
13
号（
巻
二
）ニ
同
ジ〔
院
政
期
写
、
斐
交
り
楮
紙
〕、
但
シ

奥
書
ア
リ
、

　
一
紙
長
五
五
・
八
糎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
朱
書
）「
三
」

（
尾
題
）阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
巻
第
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
奥
書
）大
宋
開
寶
八
年
乙
亥
歳
奉

勅（
朱
書
）「
巻
第
三
十
」雕
造
　
大
平
興
国
八
年
奉

勅
印

一
交
了

（
以
上
刊
記
写
）

⑤
七
十
五
函
24
出
三
蔵
記
集
巻
第
四
　
　
　
　
　
一
帖

　
院
政
期
写
、
体
裁
等
第
21
号（
巻
第
一
）ニ
同
ジ〔
院
政
期
写（
長
寛
二
年
頃
）、
斐

交
り
楮
紙
〕、

　
但
シ
斐
交
り
楮
紙
、
一
紙
長
四
九
・
五
糎
、
但
シ
巻
尾
三
紙
ハ
楮
交
り
斐
紙（
一

紙
長
五
一
・
九
糎
）、

　（
内
題
・
尾
題
）　
出
三
蔵
記
集
録
下
巻
第
四

　（
刊
記
写
）

　
　
大
宋
太
平
興
国
元
年
丙
子
歳
奉

　
　
勅
雕
　
造
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印

　
　
　
○ 

高
麗
版
本
ノ
写
ナ
ル
ベ
シ
、

⑥
七
十
六
函
７
大
周
刊
定
衆
経
目
録
巻
第
七
　
　
　
　
　
一
帖

　
院
政
期
写
、
体
裁
等
第
１
号（
巻
第
一
）ニ
同
ジ〔
院
政
期
写（
長
寛
二
年
頃
）、
斐

交
り
楮
紙
〕、

一
紙
長
五
三
・
五
糎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
マ
マ
）

　（
刊
記
写
）　
大
宗
太
平
興
周
二
年
丁
丑
歳
奉
　
勅
雕
　
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
マ
マ
）
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太
平
興
周
八
　
奉
草

⑦
七
十
八
函
11
続
集
古
今
佛
道
論
衡
　
　
　
　
　
　（
星
）一
帖

　
院
政
期
写
、
斐
交
り
楮
紙
、
墨
書
校
合
、
訓
點
ナ
シ
、
見
返
古
外

　
題
、
一
紙
長
五
四
・
九
糎
、
界
高
一
九
・
四
糎
、
界
幅
一
・
九
糎
、

　（
奥
書
）　
大
宋
大
平
興
国
元
年
丙
子

　
　
　
　
　
歳
奉
勅
雕
　
造
太
平
興
国

　
　
　
　
　
八
年
奉
勅
印（
以
上
高
麗
版
刊
記
ノ
写
ナ
リ
、
）

　「
①
か
ら
⑦
に
及
ぶ
経
巻
書
写
が
、
現
存
巻
教
の
約
三
分
の
二
を
占
め
る
念
西
と

そ
の
周
辺
、
更
に
朗
澄
へ
と
継
続
さ
れ
て
醍
醐
寺
・
勧
修
寺
な
ど
に
お
い
て
な
さ

れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。「
④
六
十
一
函
41
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
巻
第
三
十
」と
同
体

裁
の「
46
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
巻
第
三
十
五
」奥
書
に「
勧
修
寺
蓮
光
房
一
切
経
」と
記
さ

れ
た
如
く「
勧
修
寺
一
切
経
」が
活
用
さ
れ
た
か
と
類
推
で
き
、
　
然
将
来
蜀
版
刊
記

印
造
記
を
有
す
る
七
帖
が
、
ほ
ぼ「
勧
修
寺
一
切
経
」乃
至
そ
の
周
辺
で
書
写
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
」

　
　
　
六
、
結
び

　
高
野
山
金
剛
峰
寺
が
４
２
９
６
巻
所
蔵
す
る
中
尊
寺
一
切
経
や
法
隆
寺
蔵
一
切

経
に
も
、
本
奥
書
に
　
然
将
来
蜀
版
刊
記
印
造
記
を
有
す
る
経
巻
が
現
存
し
報
告

が
あ
る
。
参
考
ま
で
に
列
記
し
て
お
く
。

法
句
経
巻
下（
竺
沙
雅
章
氏『
宋
代
仏
教
文
化
研
究
』〈
二
〇
〇
〇
年
八
月
　
汲
古
書
院

刊
〉）

「
第
三
〇
五
函
　
出
三
蔵
記
集
　
自
巻
第
二
至
巻
第
九
　
奥
書

　
　
大
宋
太
平
興
国
元
年
丙
午
歳
奉
勅
雕
造
、

　
　
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
、
　
　
」（『
水
原
尭
榮
全
集
』四
巻〈
昭
和
五
十
六
・
十

　
　
二
　
同
朋
舎
刊
〉「
秀
衡
経
目
録
」附
奥
書
目
録
　
頁
六
〇
）

開
宝
九
年
・
太
平
興
国
元
年
は
丙
子
歳
。

「
６
４
６
　
法
句
経
巻
上（
首
欠
）　
　
　
平
安
　

　
　
　
一
校
了
、（
北
宋
勅
版
一
切
経
刊
記
の
写
あ
り
）

「
大
宋
開
宝
九
年
丙
子
歳
奉
勅
／
雕
　
太
平
興
国
八
年
奉
勅
印
」」

　
各
々
、
ほ
ぼ
孤
例
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
確
認
済
み
の
十
五
種
の

経
典
に
含
ま
れ
重
複
し
て
い
る
点
、
貴
重
な
参
考
例
と
な
る
。

　
以
上
の
整
理
・
分
析
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
推
測
が
可
能
と
な
る
。

　
石
山
寺
蔵
書
写
一
切
経
四
四
八
五
帖
の
内
、
二
九
一
五
帖
が
院
政
期
の
書
写

で
、
そ
の
内
、
七
帖
の
み
　
然
将
来
蜀
版
の
刊
・
印
記
を
も
つ
。
七
寺
蔵
大
蔵
経

は
ほ
ぼ
院
政
期
書
写
の
四
九
五
四
巻
の
内
、
六
巻
が
蜀
版
の
刊
・
印
記
を
も
つ
。

二
五
六
五
巻
残
存
す
る
名
取
新
宮
寺
蔵
一
切
経
は
、
中
心
と
な
る
鎌
倉
中
期
書
写

本
を
除
き
、
平
安
末
期
の
書
写（
鎌
倉
中
期
に
蒐
集
か
）数
百
巻
が
あ
り
、
そ
の
内
、

蜀
版
の
刊
・
印
記
を
も
つ
の
は
三
巻
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
蜀
版
を
底
本
と
し

た
経
巻
を
辿
り
返
す
時
、
平
安
後
期
・
末
期
書
写「
石
山
寺
一
切
経
」の
場
合
は
京
洛

の「
勧
修
寺
一
切
経
」へ
遡
及
し
、
尾
州
の「
七
寺
一
切
経
」の
場
合
は
、
法
勝
寺
一
切

経
や
清
水
寺
・
梵
尺
寺
等
の
一
切
経
経
由
と
考
え
る
よ
り
は
、
安
元
三
年
四
月
書

写
の
底
本
と
な
っ
た
一
群
の
経
典
類（
一
切
経
の
一
部
か
）へ
手
繰
り
返
す
こ
と
が
で

き
、
ま
た
東
北
の「
名
取
新
宮
寺
一
切
経
」で
は
京
周
辺
ゆ
か
り
の
僧
侶
と
地
元
僧
と
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の
本
文
書
写
・
校
合
作
業
を
推
定
し
う
る「〔
平
安
末
期
写
〕慈
恩
寺
一
切
経
」へ
絞
り

込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
、
い
ず
れ
の
書
写
大
蔵
経
も
、
蜀
版
刊
記
印
造
記
を
保
存
す
る
経
巻

は
数
量
的
に
至
っ
て
乏
し
く
、
、
前
掲
表
に
列
記
一
覧
し
た
十
五
種
の
経
典
名
に

と
ど
ま
り
、
し
か
も
重
複
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。『
出
三
蔵
記
集
』に
至
っ
て
は

調
査
対
象
と
し
た
五
蔵
の
う
ち
四
蔵
に
認
め
ら
れ
る
。
近
時
紹
介
さ
れ
た
天
野
山

金
剛
寺
蔵
書
写
一
切
経
に
も
本
奥
書
に
蜀
版
刊
記
印
造
記
を
残
す
二
例
が
報
告
さ

れ
た
が
、
そ
の
内
の
一
点
が『
出
三
蔵
記
集
』で
あ
っ
た
。

　
蜀
版
原
刊
記
・
印
造
記
を
残
す
経
巻
の
点
数
と
そ
の
分
布
具
合（
重
な
り
具
合
）を

以
っ
て
判
断
す
る
に
、
そ
の
底
本
は
か
た
ま
り
と
し
て
の 

”
同
一
“ 

系
統
の
一
切

経
テ
キ
ス
ト
群
に
遡
り
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
個
々
の
一
切
経

の
セ
ッ
ト
毎
に
複
雑
な
形
成
過
程
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
平
安
末
期

頃
書
写
の
経
典
群（
数
百
巻
単
位
）に
お
い
て
蜀
版
刊
記
印
造
記
を
も
つ
経
巻
が
極
く

少
数
に
と
ど
ま
り
且
つ
特
定
の
経
典
に
偏
る
こ
と
は
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い
事
実

で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
平
安
末
期
頃
の
地
方
寺
社
へ
も
波
及
し
た
書
写
一
切
経
の
転
写
過
程

を
逆
に
手
繰
り
返
す
な
ら
ば
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
の
底
本
の
候
補
と
し
て
第
一
に

挙
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
法
勝
寺
金
字
一
切
経
で
あ
ろ
う
。

　
法
勝
寺
金
字
一
切
経
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
写
経
で
あ
っ
た
か
今
や
知
る
術
が

な
い
。
も
し
仮
に
法
勝
寺
金
字
一
切
経
が
言
わ
れ
る
如
く
　
然
将
来
蜀
版
一
切
経

を
底
本
に
活
用
し
た
書
写
経
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
　
然
将
来
蜀
版
一
切
経
」の
内

の
極
く
少
量
の
経
巻
の
み
が「
欠
本
」を
補
う
形
で
活
用
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
の
疑
念
を
ぬ
ぐ
い
え
な
い
。
更
に
、
ひ
と
つ
の
憶
測
を
加
え
て
み
よ
う
。

遡
っ
て
、
道
長
・
頼
通
期
の
書
写
一
切
経
に
お
い
て
も（
即
ち
法
勝
寺
金
字
一
切
経

の
形
成
に
係
わ
っ
た
と
目
さ
れ
る
先
行
書
写
一
切
経
の
形
成
に
お
い
て
も
）、
　
然

将
来
蜀
版
刊
記
印
造
記
を
本
奥
書
に
残
す（
蜀
版
テ
キ
ス
ト
に
拠
る
）も
の
は
、
現
存

の
既
に
認
め
ら
れ
る「
補
欠
」経
巻
分
を
大
き
く
上
回
る
数
で
は
な
い
、
と
考
え
る
可

能
性
が
一
方
で
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
少
な
く
と
も
宋
代
の
勅「
版
大
蔵
経
」の
”
権
威
“
を
意
図
的
に
わ
が
国
書「
写
一

切
経
」の
枠
と
し
て
テ
キ
ス
ト
に
取
り
込
む
と
い
う
経
典
蒐
集
並
び
に
書
写
の
姿
勢

は
、
現
存
資
料
か
ら
推
し
て
平
安
・
院
政
期
の
大
蔵
経
書
写
に
際
し
て
は
想
定
し

が
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
勿
論
、
　
然
将
来
の
蜀
版
大
蔵
経
一
セ
ッ
ト
全
巻
が
底
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た

可
能
性
も
依
然
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
石
山
寺
一
切
経（
勧
修
寺
一

切
経
に
遡
及
）に

「
22
出
三
蔵
記
集
巻
第
二
　
　
　
　
　
　
一
帖

　
院
政
期
写（
長
寛
二
年
頃
）、
体
裁
等
第
21
号（
巻
第
一
）ニ
同
ジ
、

　
但
シ
奥
書
ナ
シ
、
一
紙
長
五
五
・
二
糎
、

　（
内
題
・
尾
題
）出
三
蔵
記
集
録
上
巻
第
二

　
　
　
　
○
内
題
ノ
下
ニ「
楹
」字
ア
リ
、
本
文
卜
同
筆
ナ
リ
、
後

　
　
　
　
　
筆
ニ
非
ズ
、
」

　
と
あ
り
、
本
文
同
筆
で
内
題
下
に「
楹
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
蔵
経
の
千
字
文
番

号
に
該
当
し
、
蜀
版
一
切
経（
千
字
文
番
号
は
高
麗
版
と
同
じ
）を
底
本
と
し
た
可
能

性
も
残
さ
れ
る
。
中
尊
寺
一
切
経
で
い
え
ば
、「
第
七
十
二
函
　
同（
大
般
若
波
羅
蜜

多
経
）　
巻
第
一
〇
八
奥
書
　
葛
昂
印
」（
前
掲
水
原
尭
栄
氏「
秀
衡
経
目
録
」頁
５
７
）

と
あ
る
。
印
造
記
の
み
記
し
た
可
能
性
も
あ
り
、
蜀
版
大
蔵
経
を
底
本
に
し
て
い

た
可
能
性
は
残
る
が
、「
葛
昂
」と
い
う
刷
り
手
は
、
捺
印「
葛
昂
印
」「
葛
昂
印
造
」と

し
て
、
知
恩
院
蔵
宋
刊
大
蔵
経
の
う
ち
の
開
元
寺
版
に
多
く
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
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り
、
開
元
寺
版
を
底
本
と
し
た
可
能
性
の
方
が
高
い
。
現
存
中
尊
寺
蔵
宋
刊
大
蔵

経
が
開
元
寺
版
・
思
渓
版
の
混
合
蔵（
一
部
東
禅
寺
版
を
交
え
る
）で
あ
る
こ
と
は
、

興
味
深
い
。

　
以
上
を
簡
略
な
図
と
し
て
示
す
。
勿
論
、
実
際
は
細
か
で
複
雑
な
入
り
組
み
合

い
の「
か
た
ち
」と
な
ろ
う
が
。

　
本
研
究
は
、
科
研
費
・
基
盤
研
究（
Ａ
）課
題
番
号
２
０
２
４
２
０
１
５
の
分
担
研

究
に
拠
る
研
究
成
果
で
あ
る
。
な
お
、
開
寶
蔵
に
つ
い
て
は
、
竺
沙
雅
章
氏『
宋
元

佛
教
文
化
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）所
収
論
考
を
始
め
、
多
く
の
先
学

の
論
考
を
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
。
近
時
、
王
丁
氏「
初
論《
開
寶
藏
》向
西
域
的
流
傳

―
西
域
出
土
印
本
漢
文
佛
典
研
究（
二
）―
」（『
佛
教
文
献
と
文
學
』〈
二
〇
〇
七
年

刊
〉）が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　
本
稿
に
関
連
し
て
、
二
〇
〇
八
年
五
月
二
十
九
日
の
口
頭
発
表（
二
〇
〇
八
年
十

二
月
刊
拙
文
は
、
発
表
用
論
文
集
所
収
の
論
文
の
一
部
）以
後
、
貴
重
な
報
告
が
行

わ
れ
た
の
で
、
附
記
す
る
。
天
野
山
金
剛
寺
蔵
書
写
一
切
経
に
関
す
る
、
大
塚
紀

弘
氏「
金
剛
寺
一
切
経
の
来
歴
に
つ
い
て
」（
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
第
三
回
公
開
研
究

会
報
告
書
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
十
五
日
）で
あ
る
。
既
に
、
落
合
俊
典
氏
編『
金
剛

寺
一
切
経
の
総
合
的
研
究
と
金
剛
寺
聖
教
の
基
礎
的
研
究
』所
収
、
後
藤
昭
雄
氏
作

成
の
略
目
録
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る
が
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
続
入

法
界
品
』と『
出
三
蔵
記
集
』巻
十
二
に
、
開
宝
蔵
勅
版
刊
記
・
同
印
造
記
が
奥
識
語

に
あ
る
点
で
あ
る
。
大
塚
氏
は
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
続
入
法
界
品
』・『
孔
雀
王
呪

経
』の
勅
版
刊
記
・
印
造
記
が
、
金
剛
峯
寺
蔵
の
同
経
に
も
存
す
る
こ
と
、
金
剛
峯

寺
蔵『
比
丘
尼
伝
』巻
四
に
も
、
開
宝
蔵
勅
版
刊
記
・
同
印
造
記
の
存
す
る
こ
と
を
加

想定書写一切経

底
本
〔
平
安
後

期
〕
以
前
書
写

慈
恩
寺
一
切
経

（
数
百
巻
）

５
・
６
・
８

底
本
〔
安
元
三

年
以
前
〕
写

４
・（
10
）・（
12
）・

15

七
寺
一
切
経
の
内

承
久
三
年
（
一
一

一
五
）
発
願
〔
安

元
三
年
四
月
頃
〕

石
山
寺
一
切
経
の
内

〔
久
安
六
年
〕

（
一
一
五
〇
）

〔
長
寛
二
、
三
年
頃
〕

  

書
写

新
宮
寺
一
切
経
の
内

底
本
〔
平
安
後
期
〕
以

前
書
写
　
勧
修
寺
蓮
光

房
一
切
経
か

（
二
千
数
百
巻
、
内
、

朗
澄
系
数
百
巻
）

１
・
３
・
５
・
７
・

10
・
11
・
12

大治元（１１２６）以前
金銀交書一切経（中尊寺）
鳥羽院御願

８・１０

治暦２（１０７８）白河天皇、
金字五部大乗経供養
（１１０３）白川上皇、法勝寺
金字一切経供養

治安元（１０２１）　然将来経
を道長邸へ移す。
天喜６（１０５８）法成寺全焼、
　然将来経の焼失。

寛和３（９８７）　然、将来一切経伴い入京。

〔１～15〕＋？点
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え
ら
れ
た
。
本
稿
の「
結
び
」に
展
開
し
た
推
測
を
、
更
に
強
固
に
す
る
も
の
と
し

て
、
有
益
な
報
告
で
あ
り
、
附
記
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
な
お
、
天
台
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
発
表
内
容
の
う
ち
、
興
聖
寺
蔵
宗
像

大
社
保
管
の
色
定
法
師
書
写
一
切
経
が
底
本
と
し
て
依
拠
し
た
宋
版
大
蔵
経
に
つ

い
て
は
、
概
略
を
前
掲『
発
表
資
料
集
』（
二
〇
〇
八
年
五
月
）・『
海
を
渡
る
天
台
文

化
』（
二
〇
〇
八
年
十
一
月
）に
簡
叙
し
た
が
、
そ
の
詳
細
な
考
察
は
本
紀
要
の
次
集

（
五
十
二
集
）を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
を
か
り
て
改
め
て
御
所
蔵
の
興
聖
寺
田
代

義
道
師
、
保
管
さ
れ
る
宗
像
大
社
に
対
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
金
剛
寺
一
切
経
に
関
し
て
払
わ
れ
た
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
・

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア「
奈
良
平
安
古
写
経
研
究
拠
点
の
形
成
」代
表 

落
合
俊
典
氏
の

御
高
配
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』所
収
稿
の
一
〇
三
頁
の
記
述
に
関
し
て
、
発
願
時
点
で

は
、
父
母
と
も
に
存
命
で
あ
る
こ
と
を
附
記
す
る
。
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
。


